
創刊一周年となりました！
～どきどき､わくわく、ますます公民館がおもしろい!～

　平素より、当公民館活動にご理解、ご協力をたまわり感謝申し上げます。
　さて、本かべ新聞“絆”は、昨年2月から毎月発刊
してまいりましたが、本号をもちまして創刊一周年と
なりました。これを記念して､正式に「館報」と位置づ
け、今後もこの紙面を通じ、公民館にお越しくださる
皆様方の「つどう｣･｢まなぶ｣･｢むすぶ｣を応援してまい
りたいと思います。
　ということで、令和7年度も新たな企画講座を多数
計画していますが、その内いくつかをこっそり先取で
紹介いたします。
　まず1つ目は、子育て中の方々をターゲットにした
｢一時保育付き｣の全8回講座です。お子さんと一緒に
体を動かしたりする回と、お子さんと少し離れて新し
いことを学んだり、心身をリフレッシュしたりしてい
ただく回を織り交ぜた内容を考えています。
　2つ目は、市民の方が、｢やりたいこと｣･｢やってみ
たいこと｣をみんなで企画し、実現してもらう講座を
考えています。当館職員と一緒に、公民館講座や単発
のイベントを企画し、実際に開催していただきます。
　興味のありそうな身近な方に“口コミ”をよろしく
お願いしたいと思います。
　新しい企画が目白押しの打田地区公民館にご期待ください！
　職員一同、皆さんのご期待にお応えできるよう精励してまいります。

館報 絆 （きずな） 〈令和７年２月号〉

地域住民同士の「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」を応援し、

人づくりと地域づくりに貢献します！
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❤「心洗われる“癒し”のお琴鑑賞」(1/16･木）

「いきいき交流教室」の第10回目は、貴志川地区

公民館主催の日本を代表する楽器・琴の演奏を観

賞する回となりました。参加した皆さんからは、

「心が洗われ、非日常を味わうことができまし

た！」とタイトルどおりの感想を多数いただきまし

た。

今年度初めて、桃山・貴志川地区公民館との交流

を目的に、それぞれ何回かずつ、相互乗り入れで

講座を組みました。次回第11回目と最終回は貴志

川ことぶき

教室の皆さ

んがお越し

くださいま

す。

❤卒業生にコサージュを贈ろう！❤ （1/２２・水）

青少年健全育成推進協議会打田支部では、昨年度から支部推

進員と中学生との交流活動の一環として、在校生から卒業する

3年生に手作りのコサージュを贈る取組を行っています。

１／22（水）放課後、打田中学校で生徒会役員をはじめ生徒38

名と教員9名、そして推進員１１名がコサ

ージュづくりを行いました。作業が進む

につれ、生徒たちは推進員と打ちとけ会

話も弾み、1時間半程度で160個を作り

上げました。卒業生の喜ぶ顔が楽しみで

す！

伝統のイベントになればいいですね☺

❤「スペース“いばしょ”」 にぎわっています！❤
最近、放課後、子供たちが館内（図書館や交流ラウンジ）で時間を過ごす姿を頻繁に見かけるようになってきました。

スペース“いばしょ”は、昨年10月から「館内で子供たちがもっと自由に楽しく過ごせるスペースがあればいいの

にな」ということで、“打田地区公民館は子供たちのオアシスになりたい!!”を合言葉に試験的に月１回ずつ開設して

います。

おかげさまで、毎回、「楽しみにしている」と言ってくれるお子さんも増えてきており、大変うれしく思っています。

第4回目となった1月22日（水）には中学生も参加してくれ、活気づきました。また、この日は、青少年健全育成推進

協議会打田支部の皆さんも活動の様子を視察くださいました。

令和7年度からは、本格的に月2回の開設とし、加えて夏休みなどの長期休業中にも開設できるよう充実してい

きたいと考えています！ 活動にご協力いただける方、大歓迎！

【今後の予定】

令和7年 2月26日（水） 15:30～17:00

3月26日（水） 13:30～16:00

５月からは月2回になります！

❤｢俳句に挑戦!｣ 優秀作品を展示！❤

11月2日(土)･3日(日)に開催した文化祭におい

て、打田俳句会

が実施した「俳

句に挑戦！」の

優秀作品を館内

で展示しました。

打田写真クラ

ブのご協力で写

真パネルに仕立

てていただきま

した。

文化祭に参加してくれた中学生たちが

友達を連れて来てくれています！

｢ロンビー｣という知育玩具です！
｢ウボンゴ｣というカードゲームを

親子で楽しんでいます！ ｢まずは宿題を済ませたから｣っと！

❤ ｢これは何？！｣っと大盛り上がり！

1/11､｢自由に野帳スケッチ｣講座で、昔の道

具をスケッチしました。｢これは一体何をするた

めの道具なの？どうやって使うの？」と皆さん

大盛り上がり。インターネットで調べると、いず

れの道具にも、昔の人の知恵がたくさん詰まっ

ていることが分かりました。「描くことで、対象

物をしっかり観察するんです」と講師の河内さ

ん。道具の詳しい説明も付けて、とてもすばら

しいスケッチが完成しました。


